
 行政区紹介 

荻浦行政区  区長 重冨 茂生 

 荻浦は江戸時代の干拓「元禄開」から、さらにそれ以前から続く歴史と伝統のある地域です。現在720世帯

１，７６５名 12 組で構成されています。 

区内には様々な店舗や会社、農家、畜産家、病院などや勤め人等幅広い

方々が生活しています。近年、人口も微増し「新旧住民の融和と絆」をモット

ーにしています。 

23 回目になる荻浦夏祭り、環境美化活動、荻浦神社や泉川の土手の草

刈り、野焼き、荻浦神社の年間を通しての祭祀、盆踊り、敬老会、餅つき等

様々な活動をしています。これらには「子ども会」、「荻和会」、「平成会」、

「高砂会」等、世代ごとのグループの協力が大きな支えとなっております。区内の防犯パトロール、ボランティ

アによる小学生の登下校の見守り活動なども大きな活動の一つです。 

まもなく住居表示の変更が実施され、個々の表示がわかりやすくなります。これからの課題として、荻浦の

特徴を生かした防災対策、緊急時に必要な機材の調達、医療、防災備品の整理などを考えていきます。国道

沿いの雨水路対策工事、荻浦踏切の拡張工事など

がすでに始まり、生活環境の整備も少しづつ進んで

います。 

これからも住民の皆さんと一緒に安全で安心な

街づくりを目指していきます。 

 

 

多久行政区  区長 古藤 昭男              

多久行政区は、南風校区が発足するまでは雷山校区内の一行政区として行政や農政分野に取り組んでき

ました。平成 12 年南風小学校開校と合わせて、南風校区内の一行政区として発足し現在に至っております。     

数年前、市の住所変更に伴い、多久行政区においては「篠原西一丁目」「篠原西二丁目」「篠原西三丁目」

（多久野球場近く）の一部住民の方と多久の住民の皆さんで構成され、世帯数は 246 世帯（平成 28 年 12 月

末現在）で６隣組の自治会になります。特に篠原西一丁目には子育て世帯の転入者が近年増加しており、子

ども会の活動等が活発に行われています。 

農業関係では田園風景が素晴らしく、農業に従事される方も多く、人情味あふれた風土で、地域行事や伝

統行事を通じて郷土文化の保存活動や盆踊り保存会による初盆会の開催など、小学生や中学生を対象とし

た後継者を育てる活動を行っています。また、近くの前原IC周辺には西九州自動車道路「有田交差点」～「真

方交差点」区間３Km の 2 車線道路が 2018 年度の全面開通を目指して

工事が進んでいます。「前原北産業団地開発事業」では今年度、造成

工事に関する地元説明会が数回開催さ

れ、現在工事が行われているところです。      

行政区内にはガソリンスタンドやパン屋

さん、レストラン等があり、多種多様な企業

が進出され、活気ある行政区になってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 南風校区運営委員会より 

前号に引き続き、防災に関するお知らせです。 

防災防災防災防災防災防災防災防災防災南風校区防災に備えて防災防災防災防災防災防災防災防災防災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの みなかぜ 

～住みたい、住み続けたい街～ 

第５号＜保存版＞ 

平成３０年２月 1 日 

南風校区運営委員会 

共創プラン推進委員会 

南風校区内に存在する LPG基地（危険物・設）全景風景（南風台 5丁目） 

設備概要：LP ガス貯槽（横置円筒型貯槽）１５T×２基 

【LPG の主な性質】 

・ガスは空気より重いため（空気の 1.5 倍）漏れると床面底部に滞留する 

・家庭用 LPG には、臭剤が添加されている 

・LPG は静電気などでも引火（火気厳禁：着火源となる裸火、換気扇、電気

スイッチは火花が発生する恐れがあるので操作しない） 

【ガス漏えい・火災等発見した場合 下記に通報】 

１１９番通報 （消防・部） 

西部ガスエネルギー㈱  ０９２－３２２－１４５１ 

（西部ガス福岡西サービスセンター） 

・火気厳禁と、LPG基地より高いところに避難する 

・関係地域住民への通報を行うこと 

・高齢者独居家族への通報と援助を行うこと 

 

【地震による家屋内でのガス漏れが発生した場合】 

・火の始末をする、火器使用時は地震が収まったら器

具栓を閉める。 

・ガス漏れやガスの臭いがする時は、ガスの使用をや

めて、器具栓・ガスの元栓・ガスメーターバルブ・容器

バルブをすべて閉めて、上記連絡先へ通報する。 

危険物防災・マニュアル資料提供 

南風台３丁目 堀米 様 【基地での防災体制】 

・24 時間 365 日、以下の項目が常時監視されている 

① 貯槽内ガス圧力､温度 ②供給圧力異常 ③貯槽内 LPガス残量警告 

・震度 6 強相当でガスの緊・遮断作業 

・火災等の温度上昇時は自動散水装置が働く 

・定期的な設備点検 

① 1 回/週   ガス送出状況、ガス漏えいの有無 

② 1 回/半年  設備の漏えい検査等 

③ 1 回/年   貯槽の不等沈下測定、計器類の基準計との比較検査 

上記のほか、LPガス供給会社 西部ガスエネルギー㈱として、公共

の安全に寄与するための災害対策規定が設けられている。 



 校区社会福祉協議会便り  ～第７０号～ 

 福祉施設先進地視察研修を行いました。 

昨年９月６日、福祉施設先進地視察研修で、筑紫野市御笠地区を訪れました。 

認知症を正しく理解し、患者さんとその家族を支援する目的で、平成２８年５月に実行委員会が発足、多くの団体の

協力と綿密な計画に基づき、７月にはサポーター養成講座、９月には行方不明の模擬認知症者の捜索訓練が実施

されました。 

訓練参加者のアンケートには、「訪問型の訓練を増やした方がよい」「話し方や接し方の練習の必要がある」「声

掛けが目的か、保護することが目的かわからない」など貴重な意見が多く出され、次年度の計画に活かされてい

ました。 午後は、春日市の福岡県総合福祉センター“クローバープラザ”を訪れ、 

最新の福祉用具や生涯あんしん住宅の説明を受けました。 

高齢者や障害のある方が、自分の力で日常生活をおくるための 

素晴らしい設備やアイデアに驚きました。 

今後の校区における福祉支援にも、たいへん参考になる視察研修となりました。 

 

 「笑顔写真会を終えて」 

 南風校区社協では、すべての人に「福祉のぬくもり」を届けたいと 

区長、民生委員、福祉委員が日々ボランティア活動に取り組んでいます。 

しかし校区社協の活動や、あるいは存在さえ、まだまだご存じない方も多く 

何か困ったときに思い出し頼っていただける存在としてあるためには 

どうしたらいいかと思っていました。 

 

そこで、「写真撮影会」を企画した次第です。 

高齢者を対象としましたので皆さん「遺影」を撮ってもらうおつもりのようでした。 

もちろん最期は誰にでも訪れます。 

笑顔の美しい家族の写真があれば残された家族はどんなにか心慰められるでしょう。 

しかし決してそれだけが目的ではないということは 

参加された方々こそが一番感じてくださったのではないかと思います。 

細やかな配慮でお化粧を施し、髪もその方に似合うように美しく整え、 

何回も何回も素敵な写真にするためにシャッターを切ってくださった 

ボランティアの方々の丁寧な仕事ぶり。 

そこにあたたかなメッセージがありました。 

「皆さん一人一人がかけがえのない存在ですよ」と。 

 

私たちも本当に格別な思いでこの活動に携わり喜びを感じることができました。 

素晴らしいボランティアの皆様のご厚意に深く感謝申し上げたいと思います。 

               校区社会福祉協議会会長   白石かえで 

 

 訪問活動のご報告 

10 月 4日に今年度 2回目のふれあい訪問を、10 月は高齢者訪問、 

歳末にはお一人暮らしの方の見守り訪問も行いました。 

お元気な皆さまとお会いし、お話しできることを嬉しく思っています。 

 香典返しのお礼 

 荻浦行政区 重冨茂生様（亡母 重冨ミチ子様）より、ご寄付を頂きました。 

校区社会福祉協議会の福祉充実のため活用させて頂きます。有難うございました。 

 

 委員会紹介 ～子ども会育成会連絡協議会（校子連）～ 

会長 金子 周造（南風台１・2 丁目） 

 

皆さん、こんにちは。南風校区子ども会育成会連絡協議会（校子連）です。 

この度、校子連の活動内容をご紹介させていただく機会をいただきましてありがとうございます。 

現在、各行政区から選出された理事（１５名）、校区専門委員（１名）、各単位子ども会育成会（１０団体）及び担

当区長等の方々と活動を行っています。 

具体的な活動といたしましては、 

① 各単位子ども会自体及びそれらの子ども会相互の更な

る交流の促進を図るための全体事業（ドッジボール等） 

② 子ども達と地域の他世代の方々との交流を図るための

交流事業（グランドゴルフ、九大生との餅つき交流会、民

間企業と合同での食育教室等） 

③ ジュニアリーダー（青少年ボランティア活動の一環とし

て教育委員会等の支援を受けて活動する中学生・高校

生）の育成・支援 

④ 中学生による南風ふれあい夏祭り模擬店参加への支援 

⑤ 青パトによる校区内巡回 

⑥ ふれあい夏祭り時の子どもみこしや文化祭での駐車場整理等、の補助を行っております。 

これらの活動を通して校子連が目指しているのは、地域の大切な宝である子ども達が笑顔になれる機会

を少しでも多く提供できるように、そして、昨今の子ども会会員

の減少傾向を少しでも食い止めることができるようにというこ

とになります。 

今後も今までの活動をベースにしつつも、校子連に関わってく

ださる皆さまといろいろ知恵を出し合いながら、近年実施してき

た、糸島市役所による補助金制度の有効活用による財源の確保

や民間企業の活力を導入した合同事業の実施というように、新

しい面を取り入れながら、引き続き、更なる活動の充実を目指し

て、役員一同、頑張ってまいります。 

今年も、3 月 4 日（日）10 時から九州大学の留学生に「餅つき」

に参加いただき、併せて食育活動で交流を図るイベントを南風

小学校で行います。ぜひご参加ください。 

子ども達やその保護者の方々も、習い事や課外活動等で子ど

も達を取り巻く環境は多忙を極めているとは思いますが、子ど

も達の笑顔のために、是非是非、校子連及び子ども会活動に引

き続きご協力いただき、併せて様々な活動に積極的にご参加い

ただければと切に願っています。宜しくお願いいたします。 


